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う蝕は現在の日本においても極めて多い疾患であり、およそ 3 人から 4 人に 1 人が治療

が必要なう蝕を有しています。学校保健統計においても近視と並んで高い有病率です。集団

フッ化物洗口は、家庭の状況や、歯科医院が少ないといった地域の状況に左右されずに、平

等にう蝕予防の恩恵が存在する方法になります。そのため、厚生労働省などからも推奨され

ています。 

令和 2年度に、日本口腔衛生学会は厚生労働省より委託を受け、子どものころに集団フッ

化物洗口を行った人たちの、成人になってからのう蝕の状況の調査を行いました。今回、そ

の結果の概要の要点をまとめた資料を公表します。 

この調査から、園や学校でのフッ化物によるう蝕予防の恩恵は、大人になってからも持続

して観察できることが明らかになりました。そのため、集団フッ化物洗口の一層の普及が望

まれます。 

しかし一方で、子どものころのフッ化物洗口が、大人になってからも十分な効果を発揮し

ているわけでありません。成人や高齢者のう蝕予防には、水道水フロリデーションが経済的

状況や歯科医院が遠いなどの地理的状況、障害や要介護状態で歯科医院に通うのが困難と

いった状況にかかわらず恩恵があります。このような方法の実現も、世界保健機関（WHO）

憲章にある「到達しうる最高基準の健康を享有する」ためには必要でしょう。 
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